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近江八景蒔絵香棚
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l し O

修似 i'山 名

所蔵

J払 (cm )

修復期間

修似場所

'iii 立 ヴェ ル ケ ・ メデイ ジチ1専物館 （チ ェコ）

近江八景蒔絵香棚

近ff八鼠 iiふ絵香棚

ii J 立ヴ ェ ル ケ ・ メデイジチ I専物nn (チェ

6 X 11.6 X 30.7 ( オ）JJJ 1 古しクj- )

2 介

束以又ィヒ J!れiJ I・グ詞↑ 漆修似ア トリ

松本 泣弥

1 . 概要

棚l はk」 i の 1 ,1.. 1 1、府が対称の、 ．甚で →対の香追g を 収める香棚である 。 各香札Jjj の大板の両端に噴＇： 返

を付け 、 1J、J ,\ I ) には ,_; I 出 しを設け る 。 すぐに香遊びができる i'1 i' 1 々 、 I 種香近具一式 （香）~ i 、 香盆 、 呑凶

香 しつ追g、香胄lj 追具、呑札など）が収納 さ れ る 。 現状 、 多くの収納 i'1i' 1 は紛失したものと 見け ）オし 、 ノ，

1111 修孤'i i' 1 として 11 本に送られにものは 、 一 ），し分の似、水摘 と ,_; I 出 し 、 もう 一 ） ，し分の硯、 水摘j(}) ,l!I. いヅ l

出 し 、 ·.),~ 分の火直具類を受けるための伐 と ,_; I 出 し 、香', I 利l 台 、 銀製鋏であ った 。
いしや .t しゅう 1/') I, つ l ヽ ばんしょう じ r・ ゆうしょう

各 1J』l の ）く 板 には 、 近 fヽf 八 凶しの 「 ィ i°1I 1 の秋 ） j 」 、「・．． ）卜 の 晩節」 、 「 瀬 111 の夕 ！！仔 」を 配 し 、 1l!ll 1 f1i ↓ こ し
か r- ,, らくがん ひ八 ばせ 、） やば [I ,, は"

「 1 :各 1 1 1 の落雁 」 、 「比艮の蒻 ,_, I i 」 、 「矢柏の 1、, 1 i 帆」の贔 を 配 して い る 。 棚板の ＾ や，: 1 ) には窓枠 を設↓）、 内側
には紫協化 と ）l泰を 水 ,_; I で束ね た 図 を 配 して い る 。

香棚l の総イ本は令地 とし 、イ I : り） りや札JJJ の衣公は梨 f地である 。 ）叶J又や側 1 ( 1 j の I ·.¥!支 、 1+I 祇 、 虞． 、 II I 、 Iiｷ. 

などは悲浪j い祉贔絵に令 り）金を牧りばめる 。 ），り柏や琢 ）咄の i\l江 iこは金 、 銀の金具が川 い ら れる ．） 柚j 才

、 :d冦、波 、 人物 、 XJ などは平 1 /ふ絵で衣」且 し 、 ） l には鉛、松 、 虞 、 II I の 一 ,\I) には 青金が使わ 1 し て し‘る ）

肌l や 1JJJJ の一 ；\I) には 、 金の斗 11 粉 を 粒 i1忙 き した 汀•' 1': '1': 11 である 。 人板や棚の側 I (ij は 、 金の附粉n炸絵で・ i'°'i l )

に 付」胄iで） ， ' 1・・ 1\ 'i:・文様が札'iかれて V ヽる 。

2. 損楊状態

棚の本地接合脊ISの始どが分1帷状態であ っ た 。

. ~)JJJ板の 1枚 、 数箇所のり Ii'廿 しが紛伏していた 。

各 i'i ! S材の見心火の塾）l羹には 、 後Ill:修似の際に陀ら れた飽料が劣化 し 、 旅 ）l文 面 には滲みや孜［ 文かあっ

た 。

漆旅）l文は 、 紫外線や経年変化によ る 劣化で財ずんで 、 鉗梨子地粉が銹化 して い た 。

• 各祁材の1裟合部には、紺1]1乍 当初や後袖の接殆剤が付豹して いた 。

· i\ l S材の一部は 1妾合状態であ っ たが 、 外れそうな危険な状懇であ っ た 。

・ 伐や)Jl、ll の fり や接合部には裕膜の欠損が多 く あ っ た 。

・ 大似の f/今絵部分に は紙片が付け ら れていた 。

. iiか絵部分に貼 ら れた金貝の一部は剥闘t状態であ っ た 。
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3. 修復仕様

修似はJ此在 、 文化/J: の指社のもと でqiわれている「今ある文化財を 、」且状を祖なうこ と なく 保{( I..; 、

永く 後 I11: に伝え る 」 と しヽ う 、漆 i:・文化財保イ［修似の）J叫 lj に 且 l j り、視状糾廿、Ii修似を ）I~ 本に 1 」・・っ た ） また 、

修似 I ・． れ浚 史や 間恙、1兄がII: ・． じに際は、束以 文イじ札れiH 、先 ）り ［・ ()) 1 · 1 1. ' 1 1 竹、所蔵 応祉り節 の JI I_ ヽ I ↑ 者 と 修復者()' .

名で協議し 、 修復作業を遂1/ した 。

4. 修復の特徴及び留意点

棚対の各祁材 を検 』I : し 位 11 1 1: {i布認を 1 J: し‘ 、 完成図を作製しに 。 現状では桜介状態にある部材は分仰(:

する 恐れがあ ったため 、 外オしそ うな i\lS材は分解し 1 り蒻店りを 1i・っ た 。

修似は分鮒 した状懇で ク リ ーニ ングから 1/ｷ し‘、糾袖の i'i l S材の元）成や各 祁材の漆 I i1 , I めを終 え た状態で

本休1ヽ竹 ・辿の糸II 立て接介をh っ に 。 各 i'i l S材の桜介 i'dS は 1緊釣や令釣などをは どこ し 11 立になしヽような イ I : I 

げを 1 」・ っ た 。

5. 修復作業工程

1 ) く 視状』,';j 介及 び竹 業 1 オ胄i:(1 [ 認、 ＞

蘭絵香4肌 （ 以後 、 本資料 と 呼ぶ） の索地4骨i 辿 、 卜. 地、 ）JI I 飾 と 視状の 1幼みを 』i',j ィ吊晶録し修似作業 l

和！ を(i'(I\ 認しに 。

2) < イI参稔i 1 J 1f の叫録'i/ 真． ＞

修似前 と修似後の jじ蚊が i'l11 ~く るよう,,凡＇囁炒；;-~ を 1 J・っ た ）

3) < 1 \支 ;;惰分の制作 ＞

修似 i'山 を 祖似なく安令に修似竹業を辿められるよう設 ii 0'1:合及び作業台を訓作 しに 。

4 ) く 仮 11 ·. め投 1 1 :_ > 

本賢料の（し応\I S分の周辺 ifit jj災や金具 は 、作 業 II I 峨 lj 、落しそうな状態にあるにめ、細かく切 っ に雁）文

紙 を 枯JJ!!青 りし峨lj ・裕防 11 ·. をしに 。

） く 分析

本賓料· に 使わオしに仙絵粉や令属の利渇'i を 判別する :;.i'( 光 X 線分析 を 1 i・ っ た 。 分析の結末につし‘ て

は別紙でti丈 ;1,-. する 。

6 ) く ク リ ーニ ング ＞

ク リ ーニ ングは本賢利·の火 1 (ii を似 って いる 」交を収 りより 、 fr'( かに水分を含ませに本綿布 に て ¥ りれ

を除ムした 。 尚、 本骰判•の ii対絵 ；'i l S分の令具は捲1 して剥洛し そ うな危険な状懇であ っ に為 、 ク リ ー一

ングは允分 j:j五立し必災泣小限に ii ·.めに 。

7) く 後袖; i食料の除去 ＞

本資料は 、 ヨ ー ロ ッノ←での修似の際に喰料が硲らオし 、 紫外線や経年変化により喰料が劣化 して し‘

た 。 まに 、 硲ら 1 しに硲料が i",° :j 蒻絵な どの際に梱 まり 、 、1 ./.'-: ずんで しヽに 。 喰料の除よに使川する浴剤は

允分テス ト を 1 J: い適 切な浴剤 を 選択 しに 。 鮎呆、 エ タノ ー ルに柊 JI竹水 を iJ~ 介しに浴剤で硲判除よ· 尤

行 っ た 。

また 、 各乳IS ~オの扱介 i',: I Sの扱着剤は膠が使わ 1 し て し、たにめ、水分 を 含ませJl妬I ', し」 さ せて竹の箆やガ物

で 」 序に除よ しに l

8) < 差叶(1i 灼汀抄~o) r黍 1 山I Y) > 

表 i(r i 裕膜の治料除L 後、 剥 き 11111 しにな っ た漆冷jjりと の強化 と 今後の竹 業 II I の漆染みを竹 らないた M

に浴剤で希釈した漆で漆 1収）を 1 iつ に 。 漆 1 山1 めは碕事の劣化の状態によ っ て数 1111 行 っ た 。

I~ 



2
 

9 ) く 剥淵金具の圧豹 ＞

dふ絵部分にあ る金具や切金は剥淵状態にあり、 一部捲れた部分もあ っ た 。 捲れた金貝は丁蔀に戻

し 、 膠を含餃し接酌した。 日殆には、竹ひごの弾力 を利川 した芯張り圧着法 とクランプを使い安定

せた 。

10 ) く 亀裂 ,\IS分及び罰l及剥淵［部分の［—| 別i >

) 1: 着の前i に 本｝食料の設i i叶台や押 さえ冶具の班． りiii を 行い竹菜に取 り 掛かった 。 部材桜介行ISや 危裂:fdS

分の透間から約釈 した麦漆を含裟し、端金やクランプでJ. 1 尻＇］ を 行 っ た 。 また 、剥胄If: した塾jj~ も !1 「J11.J 

に ） ,:.~ ヽり を 1 J; ・ っ た 。 ）―:I 冴＇＇［ に使川 した核殆剤は 、 接沿力 を 強 くするためグルテンの凰を多くした友漆を

川 いた 。

11) < 梨 「地板の新袖 ＞

新袖する板の素地は、木賓判に使わ オした素材 と 1 ぃj じヒノキ材 とし 、 漆 卜. 地 を 施 し銀梨 r地の イ I : I 

げとした 。 梨 ［地に仙 う 銀梨［地粉は視府の蒔絵粉 を 使川するため 、 サ数の辿う 止'Ji絵粉 を使い梨 ［・

地のテス ト l~奴を (IJ IJ 竹 し 判断・ しに 。 尚 、祈袖板の側訓の泊粉蘭：絵 i'i l S分は、祈たな iりIS分が II ―立 っ てし

-1-- ::. 1虹しと 後袖である 闊I : とし て 、所蔵 Iしり物館の ,ll I_ ' 1 11 者 や 末見文イじ財研究所の]"I I_ ' 1 1 打 と 協，義しに紺i 呆 、

泊粉d贔絵の 1如じ は行わず現状の，I .I. \ 漆旅りとしに 。

12) < 各 i'il国の糸I I. 立 て ＞

各；\I国の桜合には、 1麟,,i)J を 強 くす る ためグルテ ンの ：化 を多くした友漆を使い 、 端令やク ラ ン プ

を 川 い て桜介した 。 尚、 友漆が‘ノご令に屹媒秋態にな る にめ 、 約 3 辿 II \J 端令やク ラ ン プを付けた状懇

で収乞媒 を 梼 っ た 。

13) < がh!炭ク＜ す11 ;'JS し こ 亥1j , '( fじ力\ >

他災: i\l S分の ）べし き れない隙間や剛l文の欠札 l ;1 1 S分には 、 友漆に本粉や麻の繊維 を況人し に 刻＇戸 を允

J真し形態を復｝じ した 。 刻＇戸の 却真は必裳に）心 じ て木粉な どの況 さ を変えて数 j 1 1j に分けて行 っ に 。

1 4 ) く 際鈷及 び色合わせ ＞

欠担 し た冷 )j化や刻苧で允J真した 亀災介IS分に、 1I:_ 11-: 味漆に 」l総 I ·. を成化 した微粒 rの地の粉を施 し

内硝lj 裕の j1)j11ｷ とした。 蒻絵 i\l S分の イ I : I ・．げは 、 梨 r地漆に釧かな令粉と イ 1・粉 を 況ぜて作 っ に令鉛を施

し I I 1'/. た ないようにした 。

J 5 ) く 漆 j , 1 il め ＞

漆刷l岱 面 の弥化 と 艶 を 取 り仄すにめに 、 浴剤で希秋 した漆を数 j 1 1j 吸わせ漆固めを行 っ た 。 また 、

際含心を行 っ たや;:i s分にも漆を数 III I I汲わせて漆固めとしに 。

尚、 dふ絵 i'i l S分の漆因めは劣化 した硲股に漆を介餃し、 I Iふ絵の恥(1j に妓 っ た漆は浴剤で 」 翫に拭

収 っ に 。

16) < 木1 , iJ 製保{(対' j及び包裂の fl:ii」竹 ： ＞

修似した本資料 を永く後1仕 に伝えるために柚l製の保有糾' i や糾羽二正の 1t.!:L裂を 佃l竹 した 。 本賓料を

より女全に 出 し入れが出来るよう 悴貪式の桐府' i で 1人j 介I S に リ I 出 しを設け、本質料を夫々のリ I I 廿 しに入

れて 出 し人れができる糀迅にした 。 尚、桐印打の制竹は均 l"l 家に依頼 した 。

17) く 記録互乳及び修復記録のまとめ ＞

修似後の材真撮影を行い、修似及び技術分析の記録をまとめ報告料を 2 部竹以 した 。
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図 (j 咄 111 O) 洛 I!!!

Fig. 6 " Kaに1da 110 rakugun" 
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図 7 Jt 」’↓ (/)~ 洛 , ,, 1-x.18 久低O)i·,1l 帆

Fi は . 7 "I I i ra 11 o bosじ t s u " 1:ig. X " Yuha~ じ n o kihan" 

j: メ110 ~~ ! ! ,itJJllJII: 悴ll 'J}

Fig. 9 "S叩 no sckisho" Fig. IO K1111o~oi , Ii rtcd part 

図 1 1 後補冷料の湘まり

Fig. I I Coating material or a past restoration that has accumulated Fig. 12 Label attached to the top board 
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[:%[13 '.0\ )\'.;X 係鼠勿、 fJi 図 I11 後袖 冷料(/)除 J、

Fig. 13 X-ray llu orじS匹 11 1.:c a11a¥ys1s , .. ii!.. 1 4 恥 111 o v in l!. じoa l i ll l!. lll;ll じ ria l o 「 a past r心 s t o r:111 0 11

図 1 5 愉利除ム 図 I(i i食料除去後

Fig. 15 Removing tht,; wating ma t じ r i ; il 1:ii.:. 16 /¥ 11cr 1hc rcrnoval o 「 i ii じ coa ling 1n;11cria I 

図 17 接合部後袖接殆剤 IX.118 1炎 祉i 」 if: ~.. i 剤j 1: 余 J:-

Fig. 17 Joint; note the adhesive used 111 a past 1ｷ じ~ t o rat1 o n Fig. 18 I くじmova l o 「 iii じ ; 1 d h じ s i vじ age nt ol a past rじs t ora t1011 
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図 1 9 後補

1:ig. 19 Tracじ o l n past rじs t o rat1 o n

1:ig. 21 Lill じd ko11a,~ai part, impregnating urushr 

図以）後祉1 ;'-;IS分除去

Pi !.!. 20 Rcmov:il o l' a t race o l pとI S i I・じ s torat 1011 

~ 

Fig. 23 Stabilization using clamps 

図24 梨子地旅膜漆 I古1 め

Fig. 24 Nashiji coating l'ilrn, urus加gatame
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図あ糸ll ヽ'tて 1HJ

Fig. 25 Pans hじ 「t) I ・じ a ssじmb l

図27 命ll 、'/ て 如糾~~•'j

1:ig. 27 /1. ssじ 111hl y 、 adh じ rin g with 11111gi-11m1ｷ/11 

’ 

1 ·~12(i 糸ll i"1-c (I丈 1 1 ·. /J)

l 涅. 26 /¥ssi.:rnhly, I じ mporary.10111111111 

1 ·~128 糸ll iCC (i,. ii11'fi'((ii. ゼ．

1:il.!. 28 /\ ssじ 1 11h l y 、 1;o nl i r111in g tli じ pos itioi1 o 「 th じ p;irt s

J ·:L. 1 29 糸ll iCC IIIIHk 

Fig. 29 /¥ss-:rnhly. s id じ hoard s

J·~J:l() 糸ll 11ｷ て 11 · ふ

Fie.. 30 A ssemb l y 、 prじss -s1ab iI 11a11011 

I 
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似1 3 1 1~, じ ti』H奴： ,!(~ J 血 ','i::J戎；

Fig. 31 Rcproduced s h e l 「 boa rd , s ubs tratじ compl et ed Fil!. 32 13 じ l (i rc sprinkling powder, applying e-111ｷ11sl,i ( ba sじ cna1111じ ）

1'1..133 f.Ja~ r J 也 1分 1 /,\・ さ 似l3t1 'rU, じ lWH反 ‘；し）戎；

Fi!!. 33 Silver 11 0.、:hiji , sprinkling powdc1 Fiu. 34 R じproduced shc l 「 hoard , complctcd 

図35 希釈した友漆 含 i父 図36 刻年付け

Fig. 35 Impregnating diluted mugi-urush, Fig. 36 Applying kokuso 
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f-ig. 37 rolishing th じ pan lilied with kok11so 

図39 金鈷 i,J i) 

Pig. 3 り /\ pp l y in~k i11.、·ri/11

言
・

曹
~

ヽ

' 

l 汁 g. 38 /¥ pp lying ki1rnw1h1 

l:iJ.!, 4() f-.' ill ,\'fl砿 had

図41 漆固め

Fig. 41 Urushigatame 

1ｷ;(1,12'I'Ill] t-l↓名{

1:il!, 42 1 1 11 じ ri 1 11 in ~p叫 io 11
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. 
似l t13 (I参 (\l りif)<. 1 ( 11
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図46 修復後印/JIJ

Fig. 46 /1.cljusting the suhs tra t じ

叫 7 修似 1 i1i 夭板

Fig. 4 7 Before restoration, top board 

図48 修復後 天板

Fig. 48 A Iler restoration, top board 
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巾. ,1ｷ. ヴ ..J'.. ルケ ・ メ デ ィ ジチ /· 1!l物館 （ チ ..J'.. コ ）

近江八景蒔絵香棚の蛍光X線分析結果

I I 1ｷJI I 泰 弘

【調査資料］ ii i立． ヴ. · ' )レ ケ ・ メ ディジチ 1しり物節 近 ・rI: 八訊 iiぷ絵香りJ/j

［調査日時・ 場所] 2008 年 7 JJ 3 J lli呆介修復科‘ヽ芹七ンタ ー 漆ア トリ -· -

［分析装置 ・条件】 装 ,;り： ポー タプル鰍光 X 線分析装 i 11i: Sr:A200 ( セイ コ ー イ ンスツ ル メンツ ）

X 線符 J淑： Rh ( u ジ ウ ム ）

竹 '1じ ） ,: ・． ・ ljり ： iじ流 50 kVｷIOOｵI¥ 

X 線附射径： cb 2mm ( 八 I 10µm フィ ル タ 付 き コ リ メ ー タ ）

?lllJ'. ノ Ul.'i:I/\ J : 200 ,f少

枇lj 定 ‘必 I J!:I 気 ・人気

かど ,;,· ;:ヘ ッ ド ～ 骰判· I i'I J 忙 I1:/lllf'. : 5 I 0mm 

［分析結果］ ．得 ら れに飢光X 線強）文を も図衣にぷ した 勺

• 今 11 1I O)iJllJ 定結呆に関 しては、卜記の ' J f項を 1 分 衿）! 1は しに I ·で、 iJllJ '.心糾呆の仰（釈が必＇災である。

( I ) 今 III I の測定で は 、イ［機物 ( j :_ )じ 索 C. N. 0. J I) や染料な どの検 i' I', は 1 i"ｷ え な し ) )

皿；機物であ って も 、 'I!冷 応 索 （例 え ば /\I. Si. S. C l な ど） の検 i' l'1 は 1iｷ えな し 沿

( 2 ) 得 ら れに飯尤 X 浄鼠強度は如(1 j からある 深 さ ま での糾成h『 flはであ る 。

（ 令 ｝，＇」i; 銅 の場介 ． 数 J()µm 杵 l文 ）

(3) ij'i.-ｷ; り 151立 の iJ !IJ '.心紺；呆 だけから は、 似数の J じ 索が混介 さ オ し て し ‘るのか 、 そ 才 し ら が）,;,•,: 状に イ(

在 し て しヽ るのかの判断はでき ない 。

L
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ヴェルケ ・ メデイジチ博物館 近江八景蒔絵香棚 蛍光X線分析結果

菫光X線強度 (cps)

測定1簡所 鉄 銅 銀 ^ 孟 水銀 今

u-Ka Ag-Ka Au-Lf] Hg-L/3 

1 銀黒 38 7.6 15.2 13 7 19.4 

銅

2 銀占l , l, 2 

18.1 
• 一- -一

27.4 
• 一一 - -

2 」 .1

• 一 - "囀•

44.1 

> 99 < I 
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————• 
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73.7 
ー・

7 

198.7 
-----— 

148.4 

［分析結果に関するコメント］

本作山＼では多くの箇所で令粉と 銀粉が併川 さ オ して しヽ る と考えら オ し 、 そ れらの位i所については jil1j材料の化学·

糾成を 11 -:確に求めることは困難：であり 、 I ·. , 記衣 11 I で は‘ノ悦札間に しに 。

2は 、 粉ではなく 吼ー材料の板 （筍） 状であり 、 Ag> 99%以 I ·.の材料である 。

· No」からはll.gが大兄に検出 された。 他の箇所からは検出 されない。 その II I 米は不明である 。



近r1: 八屎蒻絵香棚 12, 

ヴ .1 - ル ケ ・ メ ディチ 1しり物節 近y1: 八鼠蘭絵香11JJJ 』,\:)'C;X線分析位 iiり
Mcasurina po ints 「o r X-ray nuorcsccncc analysis 

~:.·.=I I 

一

一
一

一

I
 

ロ

一
一



126 

On the Restoration of Pair qf Shelves.for Incense 
in the Collection of Museum Velke Meziriぷ

Name o 「 th e object: Pair of Shelves jar lncens 

ollcction of Museum Velkc Mez iriぷ

0.7 (11), each shelf 

Tatsuya Matsumol 

Place of restoration: Restoration Studio (Urushi), National Research Institute for Cultural Properties, Toi 

Period of restoration: 2 year 

1. Discription 

The object 1s a pair of shelves for incense. IL is used to hold tools for enjoying incense, and the design 

on each she! 「 a re symmeしr i ca l. Both side edges of the top board of each incense s h e l 「 a re raised so that 

brushes will not fall off, and there are small drawers on the inside. The shelves normally contain a set or 

tools for incense play (incense burner, incense tray, container for incense, a pair o 「 tweezers and six othc1 

tools, hammer-I ike tool for breaking incense wood, incense markers, etc.), but many of them seem to ha 

been lost. When the shelves were transported to .lapan for restoration, they were accompanied by a drawer 

with an ink stone and water container for one shelf and a similar drawer for the other s h e l 「 w ith o ut an inl 

stone or waler container as well as a rack 「or holding tools, a wooden board on which incense is broken, 

and silver scissors of the two shelve 

The landscape depicted on the top board or each shelf is that of "lshiyama no shugetsu" (autumn moon 

ver Mt. lshiyama), "Mitsui no bansho" (late autumn at Mitusi), and "Seta no sekisho" (checkpoint al 

ta); on the side is "Katada no rakugan" (nock of geese at Katada), "I-lira no bosetsu" (snow at I lira), 

and "Yabase no kihan" (sailboat at Yabase). Inside the catouche on the shelf board of each s h じ l 「 i s a 

bouquet of hydrangea and wisteria tied with paper string 

The shelves are gold on the whole while the divider and the front and back sides of the s he l 「 boa rd

are decorated with nashりi. The design of the embankments, wave-washed beaches, clouds, mountain 

and hills depicted in thin takamakie and further decorated with kirikane are found dispersed on the Lop 

board and sides. Gold and silver kanagai are used for parts of the bridge and houses. Hiramakie is used 

to express trees, houses, waves, figures and birds. Lead is used for the moon, and aokin (alloy of gold and 

ilver) for the pine trees, clouds and parts of the mountains. Okibirame, in which gold hirame powder 

is laid, decorates the legs of the shelves and parts of the shelf boards. The top board and the sides of the 

helf boards are decorated with gold keshifun makie and an arabesque design is depicted with tsuke.eaki in 

part. 



Po i「 ~j'She/ ves/01·l11 ce11se 127 

2. Condition of damage 

-Most o 「 th ejoints of the substrate o 「 th e shelves were close to fall,ng apart 

-vnc 0 「 th e she! r boards and several of the drawers were missing 

-The coating material that had been applied in past restorations on th e 「ro nt and back of each she! 「 boa rd

had deteriorated and there were stains on the coating 111111 

-The urushi coating film had deteriorated and become dark due to UV ray and passage o 「 yea rs . Silver 

nashりi powder had rustcd. 

-Adhesives used at the time the shelves were made 0 1 ・ in past res Lora Lion were 「ound on the joints o 「 th e

h e l 「 boa rd

-Part of the she! 「 boa rd s were joined, but they were close to becoming detached 

ー、, oat ing film was missing in many or the corners or the she! r boards and legs and the joint 

-A piece of pape 「 was attached to the makie on the lop board 

- ~()me of the kanaQai on the makie had become Ii 「led

3. R estorat1on spec1f1cation 

Restoration was executed in accordance w ith し h e principle o 「 m aintenancc of the present cond 山 o n

peci fied by the Agency 「or Cultural !\「「~1i rs 「o r the restoration o 「 uru s hi cultural p 「operl i es . /¥ccording 

to this principle, the aim of restoration is "to p, 

pass onto later generations" cultural properties. I 「 it becomes n 

〇 r if some problem occurs in the process, the matter will be discussed among the persons in charge al 

the National Research Institute for Cultural Properties, Tokyo, し h e museum owning the object and the 

restorer 

4. Special points t o note m restoration 
Each board o 「 th e shelves were verified and their positions con ri 「med in order to make a co111plet1011 

drawing o 「 th e assembled shelves. Since there was a risk that the she! 「 boa rd s that are joined may 「aII 

apart any minute, those that could be disassembled were done so, cleaned and re-attached. 〇nee new 

replacement boards were made and the original ones were consolidated with urushi, the shelves were 

reassembled. Kiwasahi and gold sahi-11rnshi were applied on the joints or the boards to make them l e匹

conspicuou 

5. Process of restoration 

I) Investigation or the present condition and con11rmation or the work procc 

The structure or the substrate, th e 「ounda ti o n and decoration as well as the present condition o 「 damage

were 1nvcsl1gatecl and recorded. Pr 

2) Photographing before restoration 

Photographs were taken before restoration so that th 

restoration. 

3) Manufacture or a working stand 

nlirmcd. 

might be compared be 「ore and a 「te r

A stand and a working table were manufactured lo facilitate sa 「e restoration work that would not 

damage the object 
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4) Temporary facing 

ince there was a possibility that the coating film around the cracked portions of the object and 

kanagai might become detached during restoration, this was prevented by adhering thinly cut pieces or 

ampi paper 

5) Analysi 

X-ray nu〇 rcscence analysis was conducted in order to determine the types of makie powder and 111叫a l い

used on the object. Results of analysis are reported separately. 

6) Cleaning 

Dust covering the surface of the object was dusted or「, and the soiled surface was cleaned with a 

lightly moistened cotton fabric and swabs. Since the kanagai on the makie portions of しhe object 

were Ii 「ted and about to fall, special care was given and cleaning was kept at the minimum n 

amount. 

7) Removal o 「 the coating material from past restoration 

ating material had been applied in Europe in past restorations, but it had become deteriorated due t 

UV ray and passage or years. In addition, some of the coating material on the edges or takamokie had 

become very dark. Solvent used to remove the coating material was tested sufficiently and the most 

app 「op ri a te one was selected. A mixture of ethanol and distilled water was used to remove the coalin 

material 

ince animal glue had been used as an adhesive to j o in し h e elements, it was swollen by applvi no 

moisture and carefully removed with a bamboo spatula and knifi 

) Urushigatame of the surracc coating film 

/¥fter removing the coating material that had been applied over urushi, urushi diluted with solvent wa 

applied Lo consolidate the exposed urushi coating film and Lo prevent marks caused by urushi durin 

th e 「em a inin g process. Urushigatame was done several times in accordance with the condition or 

deterioration. 

) Press-stabi I ization of the I ifted kanaga, 

Kanagai and kirikane on the makie decoration had become lifted and part were turned back. Th 

were ca re 「ully placed back and adhered by impregnating animal glue. Shimbari method using th 

f bamboo sticks and clamps was used for press-stabilization. 

I 0) Press-stabilization of the cracks and lifted coating film 

Before press-stabilization, a stand for parts to undergo restoration and tools were prepared. Diluted 

mugi-urushi was impregnated into the joints and spaces in the cracked portion before press-stabilizing 

with bar clamps. Lifted coating film was also press-stabilized. Since strong adhesion was needed, 

mugi- urし,shi containing more gluten was used for press-stabilization. 

I I) Making of the nashiji board 

ypress was chosen for the substrate of the new board since that is the material used originally. It 

was given a urushi foundation and finished with silver nashfji. Since today's makie powder was to 

be used as the silver nashりi powder, makie powder of different size was tested on a sample board 

before making the final selection. As for the keshifun makie portion on the side of the new board, 

it was decided that the keshifim makie would not be reproduced since there was a risk of the new 

part becoming too conspicuous and since it was agreed that this should be left as evidence of a past 

restoration. Instead, this part was left as it was, coated with black urushi. This decision was made upon 
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discussion with the persons in charge al the museum and al the National Research Institute for Cultural 

Properties, Toky 

12) Assembling the clements 

Mugi- u「ushi containing more gluten, which p 「ov ides s t 「o n ge r adhesion, was used to join the s h e l 「

boards, and clamps were used to hold the joints. Bar clamps and clamps were kept in p l ace 「o r about 

weeks so that 11111gi-111ｷ11shi would harden eompletely 

13) Filling missing parts of'l11c coating film with/, <ok11so

Gaps o 「 cracks しhat could not be filled and missing areas on the coating f'ilm were f'illed with kok11so 

made by mixing sawdust and hemp l'ibers to 11111gi- 11「ushi . The shape was also reproduced. Sawdust of 

dif「e rent coarseness was used, depending on necessity, and applied several time 

14) Kiwasabi and matching o 「 co l o r

Finejinoko made or baked diatomaceous soil was added to k[jo111i 11「IIヽhi and appl ice! around the cclg 

where the coating f'ilm was missing and parts of cracks that had been f'illcd with/, <okuso in order t 

prevent further loss. /¥s a f'inishing to u c h 「o r II/Okie, kin.rnhi (gold .whi-u「11s /1i) made by mixing fin 

gold powder and whetstone powder to nash[ji 11 「11shi was applied inconspicuously. 

15) U「ushigatame

In order to reinforce the urushi coating l'ilm and lo regain gloss, urushi diluted with solvent was applied 

evera I ti mes 「or consolidation. Urushi was also applied to parts where ki1vasahi had been cxcculcd. 

For urushigatame o 「 th e makie portion, urushi was impregnated into the coating film and excess urush1 

n the surface of makie was wiped off carefully with a solvent. 

16) Manufacture of a paulownia storage box and a wrapping cloth 

In order to pass the restored item to 「uture generations, a paulownia box 「o r storage and a hab し,tae sill 

wrapping cloth were made. /¥ kenc/011-style* box with deep trays was made. This would make taking 

〇 ut and putしing back of the object easier. The deep trays would also make it easier to take out the item 

The manufacture of the paulownia box was entrusted lo a specialist. 

17) Taking photograph s 「o r documentation and com pi Ii ng a restoration report 

Photographs were taken after restoration and reports of restoration and analysis or techniques u sed 「o r

the original were made. 

Kendon-stylc: The door sits w i し hin a rebate in the frame and can be removed by lirting it upwards rnto 

a recess which is slightly deeper than the one al the boLL0111, then pulling it outwards with the aid or a 

la bric or bui It-in hand le. 

似 (('(.1'1

A s1ora~t: box with :1 kell(/011-st v i じ door
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Results of X-ray Fluorescence Analysis of 

Pair C?fShe/ves for Incense in the Collection of Museum Velke Mezirici 

Yasuhiro Hayakawa 

Dale and place o 「 ana l ysis: July 31, 200 

Restoration Studio (Urushi) 

National Research lnstilute for Cullural Properlies, Tokyo 

Apparatus and conditions for analysis 

Apparatus: Portable X-ray 伽orcscencc spectrometer SEA200 (Seiko Instruments Co. Ltd) 

Target: Rh (rhodium) 

Tube voltage, current: 50kVｷI OO~L/\ 

X-ray radiation diameter: cf> 2mm (collimator with Al 40pm filter) 

Measuring time: 200 sec. 

Measuring atmosphere: Air 

Distance between the apparatus and the sample: 5-10mm 

/¥nalytical result 

X-ray flu〇 resccncc intcncity obtained is shown in a table. 

The 「a ll owing points should be taken into ca re 「ul consideration when interpreting the 111 じns urcd

resu It 

(I) It is not possible to detect organic substances (major elements C, N, 0, H) or dyes in this 

measurement. It is not possible to detect light elements even if しhey are inorganic substances (i 

I, Si, S, Cl). 

(2) The X-ray nuorescence intensity obtained shows an average composition from the surface to H 

et depth (for metallic copper, approximately several I O~Lm in depth). 

(3) It is difficult to determine only from a single measurement whether several elements ar 

combined or whether they are in layer 
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Results o 「 a n X-ray fluorescence analysis or 

Pair q/Shelves./cJr Incense in the Collection of or Museum Veil 

No. 
Mcasunn 

point Mercury 

ll u-L~ 

liver blacl 7.6 

2
 
liver black 

3 Gild ground 

4 Nashリ l

—— —————————— 

5 Nash111 

6 Dark silvc, 
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18.1 

---・・
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21.1 
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44.1 
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11.8 

• 一一

1.2 

7 

13.7 

73.7 

---

4.7 

12. 

---

198.7 

————— 

148.4 

19.4 

Id 1lvcr 

> 99 

ppcr 

<I 

omments on the analytical result 

(I) It is thought that gold powder and silver powder arc used together at many places o f' し hi s object and 

that it is difficult to obtain accurate chemical composition o 「 bo th materials. r-or this reason, the 

chemical compositions are not filled in on the above tabl 

(2) No. 2 is not in powder 「o rm . It is a foil o 「 s ing l e material with Ag>99%. 

(3) A great amount o 「 I lg was detected in No. I while it was not detected at other points. The reason, 

howevcr, is not clear 




